　　　プロローグ

　株式会社パンダ堂。

　思わず笑ってしまうような名前だが、侮ってはいけない。

　３年前に設立された、比較的新しい会社だが、年商は１兆円、従業員数は１万人を上回る。もし世の中を勝ち組と負け組に分けるとしたら、間違いなく勝ち組に属する会社だ。

　そして実際、西暦2015年現在、世の中は勝ち組と負け組にはっきりと分かれている。

　政府は日本経済の発展のために福祉を切り捨てる政策を進めてきた。当然の結果として、貧富の差はますます拡大した。自由競争の名のもとに、大企業が幅をきかせ、中小企業は次々と倒産していく。豪邸に住むような金持ちもいれば、住む家すらないホームレスや孤児もいる。

　このように、資本主義は多くの犠牲と引きかえに発展した。その犠牲者たちにとって、世界は夢も希望もないものになってしまった。１年に一度の、特別な日を除いては。

　特別な日。それは、七夕だ。

　その日の夜、人々は、短冊に願いを書いて、笹に吊り下げる。すると、たとえその願いが到底叶いそうにないものだとしても、実現してしまうことが往々にしてあるのだ。

　だから、七夕には笹・短冊・こよりといった七夕飾りが飛ぶように売れる。

　そして、その七夕飾りの製造・販売はある大企業によって独占されている。そう、その大企業こそ、株式会社パンダ堂なのである。

　ちなみに、七夕に願いが叶うという現象が発生し始めたのは、パンダ堂が設立された３年前からだ。はたして、この現象とパンダ堂のあいだに、なにか関係があるのだろうか？
